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白
石
將
人

一
　
は
じ
め
に

　『
說
文
解
字
』（
以
下
で
は
『
說
文
』
と
略
稱
す
る
。）
は
後
漢
の
許
愼
の
手
に
な
る

中
國
最
古
の
體
系
的
字
書
で
あ
る
。
南
唐
の
徐
鍇
（
小
徐
）
が
㊟
釋
付
き
の
校
訂

本
を
著
わ
し
、
ま
た
北
宋
に
は
徐
鍇
の
兄
で
あ
る
徐
鉉
（
大
徐
）
に
よ
る
校
訂
本

が
作
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
小
徐
本
と
大
徐
本
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
、
南
宋
の
李

燾
が
大
徐
本
の
字
の
順
序
を
『
集
韻
』
に
よ
っ
て
改
め
た
『
說
文
解
字
五
♫
韻

譜
』（
以
下
で
は
『
五
♫
韻
譜
』
と
略
稱
す
る
。）
が
後
世
に
流
行
し
た
た
め
、
大
徐

本
、
小
徐
本
は
一
時
期
世
閒
か
ら
姿
を
消
し
、
明
代
に
は
『
五
♫
韻
譜
』
が
大
徐

本
そ
の
も
の
と
誤
解
さ
れ
る
に
到
っ
た
。
し
か
し
、
大
徐
本
、
小
徐
本
は
淸
代
に

到
っ
て
再
び
刊
行
さ
れ
、
現
代
に
傳
わ
っ
て
い
る（

（
（

。

　
許
愼
が
著
わ
し
た
當
時
の
『
說
文
』
の
原
貌
は
今
と
な
っ
て
は
杳
と
し
て
知
れ

な
い
。
大
小
徐
校
訂
以
前
の
唐
代
の
舊
を
傳
え
る
も
の
と
し
て
は
、『
木
部
』
殘

卷
と
『
口
部
』
殘
卷
が
傳
わ
る
が
、
い
ず
れ
も
斷
𥳑𥳑
に
す
ぎ
な
い（

（
（

。

　
淸
代
に
な
る
と
漢
學
の
隆
盛
と
と
も
に
後
漢
に
お
け
る
經
書
解
釋
が
㊟
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
後
漢
當
時
の
人
に
、「
五
經
無
雙
許
叔
重（

（
（

」
と
言
わ
れ
た
古
文

學
の
大
家
で
あ
る
許
愼
に
も
光
が
あ
て
ら
れ
、
段
玉
裁
が
『
說
文
解
字
㊟
』
を
著

わ
し
た
。
た
だ
、
段
玉
裁
は
、
許
愼
當
時
の
原
貌
を
復
原
し
よ
う
と
し
て
、
獨
自

の
理
解
に
基
づ
い
て
『
說
文
』
本
文
に
大
き
く
手
を
加
え
て
お
り
、
單
な
る
㊟
釋

を
附
し
た
に
止
ま
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
作
業
の
中
で
、
段
玉
裁
は
『
說
文
』
原

著
に
は
い
く
つ
か
の
義
例
が
存
在
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

『
說
文
』
を
解
釋
し
た
。
そ
の
義
例
の
中
の
一
つ
に
、
複
擧
字
說
と
い
う
も
の
が

あ
る
。

　
複
擧
字
說
と
は
、『
說
文
入
門（

（
（

』
に

　
問
　
說
文
の
原
形
と
し
て
「
篆
文
の
次
に
、
そ
れ
を
隸
書
で
複ま

た
擧
げ

た
」（
そ
の
あ
と
に
說
解
が
來
る
）
と
い
う
の
は
堅
い
主
張
の
よ
う
で
す
ね
。

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、『
說
文
』
原
本
で
は
、
親
字
の
小
篆
の
す
ぐ
下
に
隸
書

（
漢
代
に
通
用
し
て
い
た
字
體
）
で
、
親
字
が
も
う
一
度
書
い
て
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
と
い
う
段
玉
裁
の
主
張
で
あ
る
。『
說
文
』
段
㊟
で
は
、
複
擧
字
は
「
複
擧
篆

文
」
や
「
複
擧
隷
字
」
と
呼
稱
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
「
複
擧
字
」

と
い
う
呼
稱
で
統
一
す
る
。

　
複
擧
字
說
に
關
す
る
先
行
硏
究
を
紹
介
す
る
と
、
王
笑
が
「
說
文
解
字
㊟
複
擧
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現
象
硏
究（

（
（

」
で
、『
說
文
解
字
㊟
』
中
に
關
聯
す
る
箇
所
は
全
部
で
六
十
一
箇
所

あ
る
と
述
べ
、
そ
れ
ら
を
五
つ
の
類
型
に
分
け
て
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
臺
灣
の

郭
怡
雯
に
「
說
文
複
擧
字
硏
究（

（
（

」
が
あ
る
。
郭
氏
の
論
文
は
、
淸
代
に
關
し
て
は

主
に
段
玉
裁
以
後
の
狀
況
に
重
き
を
置
き
、
ま
た
最
終
的
に
は
許
愼
の
原
貌
の
復

原
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
郭
氏
の
結
論
と
し
て
は
、
段
氏
の
推
論
は
正
し
く
、

許
愼
の
原
著
に
は
複
擧
字
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
段
氏

は
既
に
相
當
數
の
複
擧
字
を
補
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
補
う
べ
き
箇
所
が
多
く
あ
り
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
郭
氏
は
實
例
を
擧
げ
て
補
っ
て
い
る
。
一
方
、
郭
在
貽（

（
（

は
段
氏

の
義
例
（
後
述
）
へ
の
理
解
と
複
擧
字
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
。
本
稿
は
複
擧

字
說
出
現
の
前
提
と
し
て
淸
儒
の
『
說
文
』
評
價
を
槪
觀
し
、
段
玉
裁
と
錢
大
昕

の
『
說
文
』
解
釋
の
相
違
を
檢
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
兩
者
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
違
い

を
分
析
す
る
點
に
お
い
て
、
先
行
硏
究
と
問
題
關
心
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
と

思
い
、
敢
え
て
發
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
學
者
相
互
の
閒
の
學
說
の
違
い
に
焦
點
を
當
て
て
い
る
が
、

當
時
の
學
者
の
文
章
中
に
は
、
誰
の
說
を
批
判
し
た
か
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
多
い
た
め
、
論
爭
に
な
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な

い
。
た
だ
、
當
時
の
學
者
同
士
は
個
人
的
な
交
流
も
あ
り
、
お
互
い
の
學
說
に
つ

い
て
知
る
機
會
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
再
構
成
し

て
論
爭
の
よ
う
な
形
態
を
採
用
す
る
の
も
、
學
說
史
の
敍
述
の
一
形
態
と
し
て
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
。

　
な
お
、
大
徐
本
は
中
華
書
局
の
一
篆
一
行
本
の
影
印
本（

（
（

に
、
小
徐
本
も
や
は
り

中
華
書
局
の
影
印
本（

（
（

に
基
本
的
に
依
據
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
に
お
い
て
原
文

中
の
小
篆
を
示
す
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
字
に
傍
線
を
付
し
た
。
そ
の
他
に
字
體

を
理
解
に
差
し
支
え
な
い
範
圍
內
で
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

二
　�『
說
文
』「
參
」
字
條
の
解
釋
か
ら
見
た�

淸
儒
の
『
說
文
』
評
價
の
變
遷

　
現
在
で
は
文
字
の
寶
典
と
し
て
の
地
位
が
確
定
し
て
い
る
『
說
文
』
で
あ
る
が
、

中
國
の
歷
史
を
通
じ
て
評
價
が
常
に
高
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
淸
初
で
は
む
し

ろ
評
價
は
低
か
っ
た
が
、
そ
の
後
乾
嘉
に
至
り
評
價
が
高
ま
っ
た
。
こ
の
經
過
を
、

『
說
文
』「
參
」
字
條
の
解
釋
の
變
遷
を
通
し
て
以
下
に
略
述
す
る
。

（
一
）
顧
炎
武

　
顧
炎
武
（
一
六
一
三
（
萬
曆
四
一
）
年
―
一
六
八
二
（
康
熙
二
一
）
年
）
は
そ
の

『
日
知
錄
』「『
說
文
』」
條（

（1
（

に

　
自
隸
書
以
來
，
其
能
發
明
六
書
之
指
，
使
三
代
之
文
尙
存
於
今
日
，
而
得

以
識
古
人
制
作
之
本
者
，
許
叔
重
《
說
文
》
之
功
爲
大
。
後
之
學
者
，
一
點

一
畫
莫
不
奉
之
爲
規
矩
，
而
愚
以
爲
亦
㊒
不
盡
然
者
。
且
以
六
經
之
文
，
左

氏
、
公
羊
、
穀
梁
之
傳
，
毛
萇
、
孔
安
國
、
鄭
衆
、
馬
融
諸
儒
之
訓
，
而
未

必
盡
合
。
況
叔
重
生
於
東
京
之
中
世
，
所
本
者
不
過
劉
歆
、
賈
逵
、
杜
林
、

徐
巡
等
十
餘
人
之
說
，
而
以
爲
盡
得
古
人
之
意
，
然
與
否
與
？

　
隸
書
が
現
わ
れ
て
以
來
、
六
書
の
眞
意
を
明
ら
か
に
で
き
、
三
代
の
文
化

を
現
代
に
傳
え
、
古
人
が
制
度
を
作
っ
た
根
本
意
義
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
許
愼
の
『
說
文
』
の
功
績
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
後
代
の
學
者

は
、
一
點
一
畫
に
至
る
ま
で
、『
說
文
』
を
規
範
と
し
て
遵
守
し
て
い
る
。

だ
が
、
私
は
必
ず
し
も
そ
う
す
べ
き
だ
と
は
思
わ
な
い
。
六
經
の
解
釋
は
、

左
氏
、
公
羊
、
穀
梁
の
三
傳
に
し
て
も
、
毛
萇
、
孔
安
國
、
鄭
衆
、
馬
融
な

ど
の
學
者
の
㊟
釋
に
し
て
も
、
全
て
が
合
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
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許
愼
は
後
漢
の
中
頃
に
生
ま
れ
、
彼
が
基
づ
い
た
の
は
、
劉
歆
、
賈
逵
、
杜

林
、
徐
巡
等
十
數
人
の
說
で
し
か
な
い
。
な
の
に
、
古
人
の
眞
意
を
全
て
得

て
い
る
と
見
な
す
の
は
、
果
た
し
て
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
言
い
、「
東
京
之
中
世
」
の
人
と
さ
れ
た
許
愼
の
著
書
で
あ
る
『
說
文
』
に
對

す
る
顧
氏
の
評
價
は
必
ず
し
も
高
く
な
い（

（1
（

。
そ
し
て
「
今
擧
其
一
二
評
之
」
と
言

い
、『
說
文
』
の
缺
點
を
擧
げ
る
が
そ
の
中
で
、『
說
文
』「
參
」
字
條
が
「
參
　

商
星
也
」
と
な
っ
て
い
る
の
を
批
判
し
て
、

　
若
夫
訓
參
爲
商
星
，
此
天
文
之
不
合
者
也
。

　
そ
も
そ
も
參
の
意
味
を
商
星
で
あ
る
な
ど
と
し
て
い
る
の
は
、
天
文
に
お

い
て
合
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。

と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
こ
の
問
題
に
關
し
て
考
察
を
加
え
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
閒
違
い
だ
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

（
二
）
朱
筠

　
朱
筠
（
一
七
二
九
（
雍
正
七
）
年
―
一
七
八
一
（
乾
隆
四
六
）
年
）
は
一
七
七
三

（
乾
隆
三
八
）
年
に
、
汲
古
閣
本
に
基
づ
い
て
大
徐
本
を
刊
刻
し
た
。
そ
の
序
文（

（1
（

か

ら
、
彼
の
『
說
文
』
觀
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
顧
炎
武
の
說
に
對
し
て
は
、

　
惟
近
曰
「
顧
氏
炎
武
脩
紹
絕
業
，
學
者
所
宗
」，
而
於
是
書
亦
㊒
不
盡
然

之
言
。
竊
恐
瞽
說
附
聲
，
信
近
疑
遠
，
是
不
可
以
不
辯
。

　
思
う
に
、
近
頃
「
顧
炎
武
は
絕
學
を
繼
ぎ
、
學
問
の
權
威
で
あ
る
」
な
ど

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
『
說
文
』
に
關
す
る
見
解
は
不
十
分
で
あ
る
。

個
人
的
に
は
、
付
和
雷
同
し
て
、
近
く
を
信
じ
て
昔
を
疑
う
こ
と
に
な
る
の

を
恐
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
言
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

と
言
っ
て
批
判
的
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

　
訓
參
爲
商
星
，
乃
連
大
書
，
讀
「
參
商
，
星
也
」，
卽
如
《
水
部
》「
河
水

出
焞
煌
塞
外
」，「
泑泑
澤
在
昆
侖
下
」
之
例
。
明
參
與
商
同
爲
星
，
非
「
參
，

商
」，
亦
不
知
也
。

　
參
の
意
味
を
商
星
だ
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
は
、
親
字
と
繫
げ

て
讀
ん
で
「
參
商
が
星
で
あ
る
」
と
讀
む
べ
き
な
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど

『
水
部
』
の
「
黃
河
は
敦
煌
の
塞
外
に
發
す
る
」
や
「
泑泑
澤
は
昆
侖
の
麓
に

あ
る
」
と
い
っ
た
例
の
よ
う
に
で
あ
る
。
參
と
商
が
と
も
に
星
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
參
が
商
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

（
顧
氏
は
）
こ
の
點
に
つ
い
て
も
分
か
っ
て
い
な
い
。

と
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
參
　
商
星
也
」
と
い
う
『
說
文
』
の
親
字
と
說

解
は
、「
參
が
商
星
で
あ
る
」
と
理
解
す
る
べ
き
で
は
な
く
、「
參
と
商
が
星
な
の

で
あ
る
」
と
理
解
す
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
な
お
こ
の
考
え
は
、
錢
大
昕
が
、

　
予
友
朱
學
士
（
筠
）
竹
均マ
マ

重
刊
《
說
文
》，
撰
序
一
篇
，
頗
取
予
說（

（1
（

。

　
我
が
友
の
朱
筠
は
『
說
文
』
を
重
刊
す
る
に
際
し
て
、
序
一
篇
を
書
い
た

が
、
そ
こ
で
は
私
の
說
を
多
く
取
り
入
れ
て
く
れ
た
。

と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
朱
氏
獨
自
の
考
え
で
は
な
く
、
錢
氏
に
影
响
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九

さ
れ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る（

（1
（

。
錢
氏
の
理
解
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
三
）
孫
星
衍

　
孫
星
衍
（
一
七
五
三
（
乾
隆
一
八
）
年
―
一
八
一
八
（
嘉
慶
二
三
）
年
）
は
一
八
〇

九
（
嘉
慶
一
四
）
年
に
大
徐
本
『
說
文
』
を
刊
行
し
た
。
孫
氏
の
『
說
文
』
評
價

は
『
問
字
堂
集（

（1
（

』
卷
四
の
「
與
段
大
令
若
膺
。
書
」
に
見
え
る
。

　
及
見
顧
炎
武
《
日
知
錄
》
指
駁
《
說
文
》，
又
可
撫
掌
。
…
…
至
詆
《
說

文
》
參
爲
商
星
，
爲
不
合
天
文
…
…
則
顧
氏
尤
疏
陋
。
據
《
說
文
》「
參
商
」

爲
句
，
以
㊟
字
連
篆
字
讀
之
，
下
云
「
星
也
」，
蓋
言
參
、
商
俱
星
名
。《
說

文
》
此
例
甚
多
、
如
「
偓
佺
，
仙
人
也
」
之
類
，
得
讀
「
偓
」
斷
句
，
而
以

「
佺
仙
人
」
解
之
乎
？

　
顧
炎
武
の
『
日
知
錄
』
が
『
說
文
』
を
批
判
し
て
い
る
の
を
見
て
、
手
を

輕
く
打
っ
た
。
…
…
『
說
文
』
が
參
の
意
味
を
商
星
だ
と
し
て
い
る
の
を
そ

し
っ
て
、
天
文
に
合
わ
な
い
と
し
て
い
る
の
は
、
…
…
顧
氏
の
ひ
ど
く
疏
漏

な
點
で
あ
る
。『
說
文
』
が
「
參
商
」
で
區
切
り
、
說
解
を
篆
文
と
繫
げ
て

讀
み
、
以
下
に
「
星
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
に
よ
れ
ば
、
思
う
に
、
參

と
商
が
と
も
に
星
の
名
前
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。『
說
文
』
に
は
、

こ
の
よ
う
な
例
は
と
て
も
多
い
。
例
え
ば
、「
偓
佺
，
仙
人
也
」
の
よ
う
な

も
の
を
、「
偓
」
で
區
切
っ
て
、「
偓
」
の
意
味
が
「
佺
仙
人
」
で
あ
る
な
ど

と
理
解
で
き
よ
う
か
。

　
孫
氏
も
、
許
愼
ま
た
は
『
說
文
』
に
缺
陷
が
あ
る
と
は
言
わ
ず
、『
說
文
』
の

記
述
を
是
と
し
た
上
で
、「
參
」
字
條
は
、
說
解
を
上
の
篆
文
と
續
け
て
讀
む
の

だ
と
い
う
彌
縫
說
を
述
べ
、
さ
ら
に
同
樣
の
例
を
擧
げ
て
い
る
。
孫
氏
は
「
許
叔

重
以
字
解
經
，
鄭
康
成
以
經
解
經
，
孔
門
之
外
，
身
通
六
藝
，
古
今
惟
此
二
人
。

（
許
愼
は
字
に
よ
っ
て
經
を
解
釋
し
、
鄭
玄
は
經
に
よ
っ
て
經
を
解
釋
し
た
。
孔
子
の
門
人

を
の
ぞ
け
ば
、
六
藝
に
本
當
に
通
じ
た
の
は
、
古
今
で
こ
の
二
人
だ
け
で
あ
る（

（1
（

。）」
と
言

い
許
愼
を
高
く
評
價
し
て
い
る
が
、
そ
の
許
愼
の
『
說
文
』
に
不
合
理
な
點
が
あ

る
と
は
言
わ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
顧
氏
の
よ
う
な
「
參
」
字
條
を
許
氏
の
見
識
が
低

い
た
め
の
閒
違
い
と
し
て
そ
の
ま
ま
論
じ
な
い
態
度
と
は
、
乾
嘉
の
考
證
學
者
の

態
度
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
解
る（

（1
（

。
む
し
ろ
「
參
」
字
條
を
ど
の
よ
う
に
合
理

的
に
理
解
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
提
出
さ
れ

た
讀
み
方
が
、「
參
　
商
星
也
」
を
「
參
は
商
星
で
あ
る
」
と
讀
む
の
で
は
な
く

「
參
と
商
は
星
で
あ
る
」
と
理
解
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

三
　
錢
大
昕
の
「『
說
文
』
連
上
篆
字
爲
句
」
說

　
錢
大
昕
（
一
七
二
八
（
雍
正
六
）
年
―
一
八
〇
四
（
嘉
慶
九
）
年
）
は
吳
派
の
大
學

者
で
あ
り（

（1
（

、
そ
の
點
で
は
顧
炎
武
の
後
を
受
け
た
人
物
で
あ
る
。
だ
が
、『
說
文
』

に
對
す
る
評
價
は
、
顧
氏
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
錢
氏
に
は
『
說
文
』
に
關
す
る

專
著
は
な
い
が
、
そ
の
『
潛
硏
堂
文
集（

（1
（

』
に
彼
の
『
說
文
』
評
價
が
見
え
る
。

　
問
‥
許
叔
重
《
說
文
解
字
》
十
四
篇
，
九
千
三
百
五
十
三
文
，
不
見
於
經

典
者
，
幾
十
之
四
。
文
多
而
不
㊜
於
用
，
竊
所
未
喻喻
。

　
曰
‥
今
世
所
行
九
經
，
乃
漢
、
魏
、
晉
儒
一
家
之
學
。
叔
重
生
於
東
京
全

盛
之
日
，
諸
儒
講
授
，
師
承
各
別
，
悉
能
通
貫
，
故
於
經
師
異
文
，
采
摭
尤

備
。

　
問
　
許
愼
の
『
說
文
解
字
』
十
四
篇
、
九
千
三
百
五
十
三
文
字
の
う
ち
、

經
典
に
見
え
な
い
も
の
が
、
四
割
を
占
め
て
い
る
。
收
錄
し
て
い
る
文
字
が



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

一
五
〇

多
い
の
に
、
使
用
に
㊜
さ
な
い
の
は
、
個
人
的
に
は
理
解
で
き
な
い
が
ど
う

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
答
　
現
在
の
九
經
は
そ
れ
ぞ
れ
漢
、
魏
、
晉
の
あ
る
一
つ
の
流
派
の
說
に

過
ぎ
な
い
。
許
愼
は
後
漢
の
全
盛
期
に
生
き
て
い
た
が
、
そ
の
當
時
は
た
く

さ
ん
の
學
者
が
講
義
を
し
て
い
て
、
傳
承
が
そ
れ
ぞ
れ
別
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
全
て
に
通
じ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
經
學
者
の
異
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
文
字

を
く
ま
な
く
集
め
て
あ
る
の
だ
。

　
許
愼
を
評
し
て
「
生
於
東
京
全
盛
之
日
」
と
述
べ
る
錢
氏
は
、
朱
氏
、
孫
氏
と

同
じ
く
、
許
愼
を
高
く
評
價
し
て
い
る
。

　
ま
た
、『
十
駕
齋
養
新
錄（

（2
（

』
の
「『
說
文
』
連
上
篆
字
爲
句
」
條
で
は
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

　
許
君
因
文
解
義
，
或
當
疊
正
文
者
，
卽
承
上
篆
文
連
讀
。
如
「
昧
爽
，
旦

明
也
」，「
肸
响
，
布
也
」，「
湫
隘
，
下
也
」，「
腬腬
嘉
，
善
肉
也
」，「
熢
燧
，

侯マ
マ

表
也
」，「
詁
訓
，
故
言
也
」，「
顡顡
癡
，
不
聰
明
也
」，「
參
商
，
星
也
」，

「
離
黃
，
倉
庚
也
」，「
巂巂
周
，
燕
也
」，
皆
承
篆
文
爲
句
。

　
許
愼
が
文
字
に
よ
っ
て
意
味
を
說
明
す
る
際
に
、
親
字
を
繰
り
﨤
す
べ
き

な
よ
う
に
見
え
る
も
の
は
、
親
字
の
篆
文
と
繫
げ
て
讀
む
の
だ
。
例
え
ば
、

「
昧
爽
，
旦
明
也
」、「
肸
响
，
布
也
」、「
湫
隘
，
下
也
」、「
腬腬
嘉
，
善
肉
也
」、

「
熢
燧
，
侯
表
也
」、「
詁
訓
，
故
言
也
」、「
顡顡
癡
，
不
聰
明
也
」、「
參
商
，

星
也
」、「
離
黃
，
倉
庚
也
」、「
巂巂
周
，
燕
也
」
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
れ
も

篆
文
と
繫
げ
て
一
文
と
な
っ
て
い
る
。

　
親
字
卽
ち
篆
文
か
ら
說
解
ま
で
繫
げ
て
讀
む
べ
き
で
あ
る
（
以
下
、
こ
の
よ
う
な

考
え
方
を
本
稿
で
は
「
連
讀
說
」
と
呼
稱
す
る
。）
箇
所
が
あ
る
と
錢
氏
は
述
べ
、
そ

の
例
を
擧
げ
て
い
る
。
各
例
の
一
字
目
は
、『
說
文
』
で
は
小
篆
で
あ
る
が
、
そ

の
小
篆
と
以
下
に
續
く
說
解
を
繫
げ
て
讀
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
個
別
の
字
だ
け
で

な
く
、
い
く
つ
か
の
部
首
全
體
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

　
諸
山
水
名
云
「
山
在
某
郡
」、「
水
岀岀
某
郡
」
者
，
皆
當
連
上
篆
讀
。

　
山
と
川
の
名
前
の
字
の
後
に
、「
山
在
某
郡
」、「
水
岀岀
某
郡
」
と
あ
る
の

は
、
ど
れ
も
篆
文
と
繫
げ
て
讀
む
の
だ
。

錢
氏
の
說
に
㊜
合
す
る
具
體
例
を
擧
げ
る
と
、『
山
部
』
の
「
峱峱
　
山
在
齊
地
」

を
「
峱峱
山
は
齊
地
に
あ
る
」
と
讀
む
べ
き
で
、
ま
た
『
水
部
』「
灊
　
水
出
巴
郡

宕
渠
」
を
「
灊
水
は
巴
郡
の
宕
渠
か
ら
流
れ
出
る
」
と
讀
む
べ
き
だ
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
さ
ら
に
、

　《
艸
部
》「
𦿓𦿓
」、「
蓲蓲
」、「
䓢䓢
」、「
𦾮𦾮
」
諸
字
但
云
「
艸
也
」，
亦
承
上
爲

句
，
謂
𦿓𦿓
卽
𦿓𦿓
艸
，
蓲蓲
卽
蓲蓲
艸
耳
，
非
艸
之
通
稱
也
。「
䒨䒨
」、「
葵
」、「
䔃䔃
」、

「
𦼫𦼫
」、「
薇
」、「
蓶蓶
」
諸
字
但
云
「
菜
也
」，
亦
承
上
讀
，
謂
䒨䒨
卽
䒨䒨
菜
，
葵

卽
葵
菜
也
。
今
本
《
說
文
》「
莧
」
字
下
云
「
莧
菜
也
」，
此
校
書
者
所
添
，

非
許
意
也
。

　『
艸
部
』
の
「
𦿓𦿓
」、「
蓲蓲
」、「
䓢䓢
」、「
𦾮𦾮
」
の
こ
れ
ら
の
字
の
說
解
は
た

だ
「
艸
也
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
親
字
と
繫
げ
て
一
文
を
な
し
て
い
る
。

「
𦿓𦿓
」
字
は
「
𦿓𦿓
艸
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
蓲蓲
」
字
は
「
蓲蓲
艸
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
字
の
意
味
が
、
一
般
的
な
草
と
い

う
意
味
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。「
䒨䒨
」、「
葵
」、「
䔃䔃
」、「
𦼫𦼫
」、

「
薇
」、「
蓶蓶
」
の
こ
れ
ら
の
字
の
說
解
に
は
「
菜
也
」
と
だ
け
書
い
て
あ
る



『
說
文
解
字
』
解
釋
に
お
け
る
段
玉
裁
の
複
擧
字
說
と
錢
大
昕
の
連
讀
說

一
五
一

が
、
こ
れ
ら
も
親
字
と
繫
げ
て
讀
む
の
で
あ
り
、「
䒨䒨
」
字
は
「
䒨䒨
菜
」
と

い
う
意
味
で
、「
葵
」
字
は
「
葵
菜
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
今
本
の
『
說
文
』
の
「
莧
」
字
の
說
解
に
「
莧
菜
也
」
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
後
世
の
校
正
者
が
「
莧
」
字
を
加
え
た
の
で
あ
り
、
許
愼
の
本
意
で

は
な
い
。

と
述
べ
、『
艸
部
』
の
字
で
、
說
解
が
「
艸
也
」、「
菜
也
」
に
な
る
も
の
に
つ
い

て
錢
氏
の
說
に
よ
る
解
釋
を
說
明
し
て
い
る
。
錢
氏
の
連
讀
說
は
、
個
別
の
字
だ

け
で
は
な
く
、
多
く
の
字
に
㊜
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（

（2
（

。
こ
の
次
の
部
分

で
は
、
錢
氏
の
義
例
へ
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
古
人
著
書
𥳑𥳑
而
㊒
法
，
好
學
深
思
之
士
當
尋
其
義
例
所
在
，
不
可
輕
下
雌

黃
。
以
亭
林
之
博
物
，
乃
譏
許
氏
訓
參
爲
商
星
，
以
爲
昧
於
天
象
，
豈
其
然

乎
？

　
古
人
の
著
作
に
は
、
𥳑𥳑
潔
で
は
あ
る
が
、
法
則
が
存
在
し
て
い
る
。
學
問

を
す
る
も
の
は
、
そ
の
義
例
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
探
る
べ
き
で
、
輕
率
に
文

章
を
改
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
顧
炎
武
の
博
學
を
も
っ
て
し
て
も
、
許
愼
が

參
の
字
義
が
商
星
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
を
、
天
文
に
通
じ
て
い
な
い
と
言

っ
て
そ
し
っ
て
い
る
が
、
は
た
し
て
そ
の
通
り
だ
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
、

　《
人
部
》「
佺
」
字
下
云
「
偓
佺
仙
人
也
」，「
偓
」
字
下
云
「
佺
也
」
亦
承

上
讀
。
宋
槧
本
不
疊
「
偓
」
字
，
汲
古
閣
本
初
印
猶
仍
其
舊
，
而
毛
斧
季
輒

增
入
「
偓
」
字
，
雖
於
義
未
乖
，
而
古
書
之
眞
面
目
失
矣
。

　『
人
部
』
の
「
佺
」
字
の
說
解
に
「
偓
佺
仙
人
也
」
と
あ
り
、「
偓
」
字
の

說
解
に
「
佺
也
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
も
、
親
字
と
繫
げ
て
讀
む
の
だ
。
宋
刻

本
は
「
偓
」
字
を
重
ね
て
お
ら
ず
、
汲
古
閣
初
印
本
も
そ
の
舊
態
を
な
お
保

存
し
て
い
た
が
、
結
局
毛
扆
が
「
偓
」
字
を
增
し
加
え
て
し
ま
っ
た
。
意
味

の
面
か
ら
言
え
ば
お
か
し
く
は
な
い
が
、『
說
文
』
の
眞
面
目
は
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
。

と
述
べ
る
。
汲
古
閣
の
大
徐
本
に
は
、
毛
晉
が
主
導
し
て
明
末
に
刊
行
作
業
が
開

始
さ
れ
た
初
印
本
と
、
子
の
毛
扆
が
自
ら
そ
の
晚
年
に
刊
行
し
た
第
五
次
校
改
本

と
の
閒
で
、
テ
キ
ス
ト
に
無
視
で
き
な
い
差
異
が
あ
る
。
こ
の
違
い
に
つ
い
て
は
、

高
橋
由
利
子（

（2
（

と
董
婧
宸（

（2
（

が
詳
論
し
て
い
る
。
毛
扆
（
斧
季
）
は
小
徐
本
の
「
偓
」

字
條
が
、
說
解
を
「
偓
佺
古
仙
人
名
也
」
と
す
る
の
に
影
响
さ
れ
て
「
偓
」
字
を

補
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
以
上
錢
大
昕
の
說
を
見
て
き
た
が
、
錢
氏
の
說
は
朱
筠
、
孫
星
衍
と
同
じ
く
、

親
字
の
小
篆
と
說
解
を
繫
げ
て
讀
め
ば
、『
說
文
』
の
不
可
解
な
點
が
解
消
さ
れ

る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
こ
の
連
讀
說
は
、『
說
文
』
解
釋
の
歷
史
の
上
で
は
評

價
の
高
い
說
で
あ
る
。
任
學
良
が
肯
定
的
に
紹
介
し（

（2
（

、
姚
孝
遂
は
「
這
一
體
例
是

錢
大
昕
的
一
大
發
明
」（
こ
の
體
例
は
錢
大
昕
の
大
發
明
で
あ
る（

（2
（

）
と
述
べ
て
、『
說

文
』
閱
讀
の
際
に
㊒
用
で
あ
る
と
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
考
え
と
一
線
を
畫
す
の
が
段

玉
裁
の
複
擧
字
說
で
あ
る
。

四
　
段
玉
裁
の
複
擧
字
說

　
段
玉
裁
（
一
七
三
五
（
雍
正
一
三
）
年
―
一
八
一
五
年
（
嘉
慶
二
〇
）
年
）
は
、
連

讀
說
が
朱
筠
、
孫
星
衍
、
錢
大
昕
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
て
い
た
中
、
連
讀
說
を
否

定
し
て
複
擧
字
說
を
唱
え
た
。
こ
の
說
は
彼
の
『
說
文
解
字
㊟
』「
靈
」
字
條
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二

（
一
上
三
八
表
（
以
下
『
說
文
解
字
㊟
』
に
關
し
て
は
、
上
海
古
籍
出
版
社
影
印
の
經
韻
樓

本
の
卷
數
と
葉
數
を
示
す
。））
に
端
的
に
說
明
さ
れ
て
い
る
。

　
說
解
‥
靈
　
巫
也
。

　
段
㊟
‥
各
本
「
巫
」
上
㊒
「
靈
」
字
，
乃
複
擧
篆
文
之
未
删删
者
也
。
許
君

原
書
，
篆
文
之
下
以
隸
複
寫
其
字
，
後
人
删删
之
，
時
㊒
未
盡
。
此
因
「
巫
」

下
脫
「
也
」
字
，
以
「
靈
巫
」
爲
句
，
失
之
，
今
補
「
也
」
字
。

　
段
㊟
　
各
本
は
「
巫
」
の
上
に
「
靈
」
字
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
複
擧
字
の

削
り
殘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
許
愼
の
原
本
で
は
、
篆
文
の
下
に
隸
書
で
そ

の
字
を
繰
り
﨤
し
て
書
い
た
。
後
世
の
人
が
こ
れ
を
削
っ
た
の
だ
が
、
時
々

削
り
殘
し
た
場
合
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
巫
」
字
の
下
に
「
也
」
字
を
脫

し
て
し
ま
っ
た
の
で
、「
靈
巫
」
を
一
句
と
し
て
し
ま
い
、
本
來
の
意
義
が

分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
今
、「
也
」
字
を
補
う
。

　
許
愼
『
說
文
』
の
原
本
で
は
、
篆
書
の
親
字
の
下
に
隸
書
で
親
字
が
も
う
一
囘

書
い
て
あ
っ
た
と
段
氏
は
述
べ
る
。
こ
の
條
で
は
大
徐
本
、
小
徐
本
と
も
に
「
靈
　

靈
巫
以
玉
事
神
」
と
あ
る
の
を
、
段
氏
は
說
解
の
第
一
字
目
の
「
靈
」
字
を
許
愼

以
後
の
人
が
、
複
擧
字
を
削
る
際
に
削
り
殘
し
た
も
の
と
見
な
し
て
今
削
り
、
ま

た
「
巫
」
字
の
後
に
「
也
」
字
を
補
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
分
か
る
こ
と
は
、
複
擧
字
は
後
世
の
人
に
よ
っ
て
往
々
削
除
さ
れ
て
い

る
が
、
段
氏
は
複
擧
字
を
削
っ
た
こ
と
自
體
を
非
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
字

義
の
解
釋
に
必
要
な
複
擧
字
を
削
っ
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
削
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
削
り
殘
さ
れ
た
と
段
氏
が
判
斷
し
た
複
擧
字
は
、

段
氏
は
改
め
て
削
っ
て
い
る
。

　
錢
氏
の
連
讀
說
と
比
較
す
る
の
な
ら
ば
、
錢
氏
が
親
字
の
小
篆
と
說
解
を
繫
げ

て
讀
む
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
の
に
對
し
、
段
氏
は
、
許
愼
が
小
篆
の
下
に
隸
書

で
親
字
を
繰
り
﨤
し
て
書
い
て
い
た
の
で
、
そ
の
字
と
そ
の
下
に
續
く
說
解
を
繫

げ
て
讀
む
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
二
者
の
閒
に
ど
の
よ
う
な

差
異
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
段
氏
は
既
に
連
讀
說
が
存
在
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
理
屈
を
考
え
出
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　
意
味
の
解
釋
に
お
い
て
は
兩
者
に
差
は
無
い
。
し
か
し
、
段
氏
に
は
複
擧
字
說

を
主
張
せ
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
っ
た
。
段
氏
は
「
一
」
字
條
（
一
上
一
表
）

に
お
い
て
、

　
以
字
形
爲
書
，
俾
學
者
因
形
以
考
♫
與
義
，
實
始
於
許
，
功
莫
大
焉
。

　
字
形
を
根
本
に
お
い
て
一
書
を
著
わ
し
、
字
形
に
よ
っ
て
字
♫
と
字
義
を

讀
者
に
考
え
さ
せ
る
の
は
、
實
に
許
愼
に
始
ま
る
も
の
で
あ
り
、
功
績
は
と

て
も
大
き
い
。

と
言
う
。
卽
ち
、
段
氏
は
『
說
文
』
と
は
字
形
を
基
に
し
て
、
♫
と
意
味
を
說
明

し
た
書
物
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。『
說
文
解
字
㊟
』「
莧
」
字
條
（
一
下
六
裏
）

で
は
、「
葵
」
字
を
例
に
擧
げ
、
形
と
義
の
解
釋
そ
れ
ぞ
れ
の
關
係
に
つ
い
て
解

說
し
て
い
る
。

　「
葵
」
者
，
字
形
；
「
葵
菜
也
」
者
，
字
義
。
如
《
水
部
》「
河
」
者
，
字

形
；
「
河
水
也
」
者
，
字
義
。
若
云
「
此
篆
文
是
葵
菜
也
」、「
此
篆
文
是
河

水
也
」。
槪
以
爲
複
字
而
删删
之
，
此
不
學
之
過
。

　「
葵
」
と
い
う
小
篆
は
字
形
を
說
明
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
說
解
の
「
葵

菜
也
」
は
字
義
を
說
明
し
て
い
る
の
だ
。
ま
た
『
水
部
』
の
「
河
」
と
い
う



『
說
文
解
字
』
解
釋
に
お
け
る
段
玉
裁
の
複
擧
字
說
と
錢
大
昕
の
連
讀
說

一
五
三

小
篆
は
字
形
を
說
明
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
說
解
の
「
河
水
也
」
は
字
義
を

說
明
し
て
い
る
の
だ
。「
こ
の
篆
文
の
意
味
は
葵
菜
で
あ
る
」、「
こ
の
篆
文

の
意
味
は
黃
河
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。（
複
擧
字

を
）
一
槪
に
字
が
重
な
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
削
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、

學
問
の
程
度
の
低
い
も
の
の
過
ち
で
あ
る
。

と
言
い
、
さ
ら
に
「
河
」
字
條
（
十
一
上
一
　
一
裏
）
に
お
い
て
、

　
說
解
‥
河
　

河
水
。

　
段
㊟
‥
各
本
「
水
」
上
無
「
河
」
字
。
由
盡
删删
篆
下
複
擧
隸
字
，
因
幷
不

可
删删
者
而
删删
之
也
。
許
君
原
本
當
作
「
河
水
也
」
三
字
。「
河
」
者
，
篆
文

也
；
「
河
水
也
」
者
，
其
義
也
，
此
以
義
釋
形
之
例
。
毛
傳
云
「
洽
，
水

也
」，「
渭
，
水
也
」，
此
釋
經
之
例
。

　
段
㊟
　
各
テ
キ
ス
ト
に
は
、「
水
」
の
上
に
「
河
」
字
が
な
い
。
篆
書
の

下
に
あ
っ
た
複
擧
字
を
全
て
削
っ
た
際
に
、
削
る
べ
き
で
な
い
も
の
ま
で
削

っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
許
愼
の
原
本
で
は
、「
河
水
也
」
三
字
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。「
河
」
は
、
小
篆
の
字
形
を
說
明
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
說
解

の
「
河
水
也
」
は
、
字
義
を
說
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
字
義
に

よ
っ
て
字
形
を
解
說
す
る
方
法
で
あ
る
。
一
方
、
毛
傳
が
「
洽
は
川
で
あ

る
」、「
渭
は
川
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
經
文
を
解
說
す
る
方
法
で

あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
段
氏
の
『
說
文
』
に
對
す
る
理
解
が
う
か
が
え
る
。

『
說
文
』
は
字
書
と
し
て
、
字
形
を
根
本
と
し
て
字
♫
と
字
義
を
說
明
し
て
い
る

書
物
な
の
で
あ
る
。
親
字
の
小
篆
は
字
形
を
說
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
方
、
說

解
は
そ
の
小
篆
の
字
義
を
說
明
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ

役
割
が
異
な
る
の
だ
。
具
體
例
を
擧
げ
る
と
、「
河
　

河
水
」
な
ら
ば
、「
河
」
と

い
う
小
篆
は
、
字
形
を
說
明
し
、
そ
れ
に
續
く
說
解
は
、「（『
河
』
と
い
う
字
は
、）

黃
河
の
意
味
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。
小
篆
と
說
解
を
繫
げ
て
讀
む
こ
と

は
、
說
解
に
說
明
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
親
字
を
、
說
明
す
る
存
在
で
あ
る
說
解
の

一
部
に
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
小
篆
に
も
意
味

の
解
說
の
役
割
の
一
部
を
擔
わ
せ
る
と
、
字
形
を
說
明
し
て
い
る
小
篆
と
、
字
義

を
說
明
し
て
い
る
說
解
に
、
重
複
部
分
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。「
河
」

字
條
の
段
㊟
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
字
形
の
說
明
と
字
義
の
說
明
を
峻
別
す
る
段

氏
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
な
る
こ
と
は
受
け
入
れ
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
點
で
經
文
を
說
明
す
る
毛
傳
な
ど
が
、「
洽
は
川
で
あ
る
」、「
渭
は
川
で
あ

る
」
と
い
う
よ
う
な
形
式
で
㊟
釋
を
附
し
て
い
る
の
と
は
、『
說
文
』
の
㊟
釋
の

態
度
は
異
な
る
の
で
あ
る
。『
說
文
』
は
川
の
名
前
の
字
な
ら
ば
、
何
と
い
う
名

前
の
川
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
說
明
す
る
の
に
對
し
、
毛
傳
は
た
だ
單
に
、

「
川
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
說
明
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
も
し
、
複
擧
字
が

な
く
連
讀
說
を
採
用
す
れ
ば
、「
河
，
水
也
」
と
な
り
、
毛
傳
と
同
じ
㊟
釋
形
式

に
な
っ
て
し
ま
う
。
段
玉
裁
の
背
後
に
は
こ
の
よ
う
な
認
識
が
あ
っ
て
、
小
篆
と

說
解
を
繫
げ
て
讀
む
こ
と
を
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
故
に
複
擧
字
と
い
う
存

在
が
、
說
解
の
一
部
と
し
て
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
勿
論
、
段
氏
は
『
說
文
』
と
は
か
く
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
結
論
を
先
に
決
め
る

と
い
う
よ
う
な
演
繹
的
な
思
考
法
か
ら
だ
け
で
、
複
擧
字
說
を
唱
え
た
わ
け
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、「
熢
」
字
條
（
十
上
五
三
表
）
で
、

　
說
解
‥
熢
　
熢
燧
，
候マ
マ

表
也
。

　
段
㊟
‥
各
本
無
「
熢
」
字
，
今
依
《
文
選
》
㊟
補
。
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段
㊟
　
各
テ
キ
ス
ト
に
は
、「
熢
」
字
が
な
い
。
今
《
文
選
》
㊟
に
よ
っ

て
補
う
。

と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
段
氏
の
理
解
に
よ
れ
ば
、『
文
選
』
の
張

協
『
雜
詩
十
首
』
の
李
善
㊟
が
「《
說
文
》
曰
『
烽
燧
，
候
表（

（2
（

』。」
と
い
う
よ
う

に
、『
說
文
』
を
說
解
に
「
烽
」
字
が
あ
る
形
で
引
用
し
て
い
る
の
に
よ
っ
て
、

字
體
を
や
や
變
え
て
、
複
擧
字
「
熢
」
を
補
っ
て
い
る
譯
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
莧
」
字
條
（
一
下
六
裏
）
で
は
、

　
說
解
‥
莧
　
莧
菜
也
。

　
段
㊟
‥「
菜
」
上
「
莧
」
字
，
乃
複
寫
隸
字
删删
之
僅
存
者
也
。

　
段
㊟
　「
菜
」
の
上
の
「
莧
」
字
は
、
複
擧
字
の
削
り
殘
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
他
書
の
引
用
例
や
『
說
文
』
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
複
擧
字
の
痕
跡

を
見
つ
け
て
、
そ
こ
か
ら
歸
納
的
に
複
擧
字
說
を
作
り
上
げ
た
と
い
う
こ
と
も
十

分
に
推
察
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

五
　
錢
氏
の
連
讀
說
と
段
氏
の
複
擧
字
說
の
對
比

　
以
下
に
、
錢
大
昕
の
說
と
段
玉
裁
の
說
で
ど
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
て
い
る
か

と
い
う
點
に
つ
い
て
い
く
つ
か
具
體
的
に
例
を
擧
げ
て
對
比
し
て
み
た
い
。
兩
者

は
そ
れ
ぞ
れ
複
擧
字
を
補
う
か
、
小
篆
と
說
解
を
連
續
し
て
讀
む
の
か
と
い
う
立

場
の
違
い
が
あ
る
が
、
個
別
的
な
對
應
の
仕
方
は
樣
々
で
あ
る
。

（
一
）「
參
」
字
條

　
諸
家
の
閒
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
參
」
字
條
で
あ
る
が
、
段
氏
の
ロ
ジ
ッ
ク

は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
段
㊟
の
「
參
」
字
條
（
七
上
二
三
表
）

を
見
て
み
よ
う
。

　
說
解
‥
參
　

商
星
也
。

　
段
㊟
‥「
商
」
當
作
「
晉
」，
許
氏
記
憶
之
誤
也
。《
左
傳
》「
子
產
曰
‥

『
后
帝
遷
閼
伯
於
商
丘
，
主
辰
，
商
人
是
因
，
故
辰
爲
商
星
；
遷
實
沈
於
大

夏
，
主
參
，
唐
人
是
因
，
以
服
事
夏
商
。
及
成
王
滅
唐
，
而
封
叔
虞
，
故
參

爲
晉
星
。』」
依
此
則
「
商
」
當
爲
「
晉
」
明
矣
。
或
云
‥「
此
以
篆
文
曑曑
連

商
句
絕
，
釋
爲
『
星
也
』。」
夫
苟
氾
釋
爲
星
，
安
用
「
商
」
字
？
「
參
商
」

之
云
起
於
漢
時
辭
章
，
聯
綴
不
倫
，
許
君
何
取
？

　
段
㊟
　「
商
」
字
は
「
晉
」
字
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
許
愼
の
記
憶
の

誤
り
で
あ
る
。『
左
傳
』
に
、「
子
產
が
『
堯
（
后
帝
）
が
閼
伯
を
商
丘
に
移

し
、
辰
を
司
ら
せ
た
。
商
人
は
こ
れ
に
從
っ
た
の
で
、
辰
が
商
の
星
と
な
っ

た
。
ま
た
、
實
沈
を
大
夏
に
移
し
、
參
を
司
ら
せ
た
。
唐
人
は
こ
れ
に
從
い
、

夏
と
商
に
仕
え
た
。
成
王
が
唐
を
滅
ぼ
す
と
、
叔
虞
を
唐
に
封
じ
た
の
で
、

參
は
晉
の
星
と
な
っ
た
。』
と
言
っ
た
。」
と
あ
る
。
こ
れ
に
依
れ
ば
、「
商
」

字
を
「
晉
」
字
に
改
め
る
べ
き
な
の
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
あ
る
人
が
、

「
こ
こ
は
、
篆
文
の
曑曑
と
商
を
繫
げ
て
一
文
と
す
る
べ
き
で
、
と
も
に
星
の

意
味
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。
だ
が
、「
と
も
に
星

の
意
味
で
あ
る
」
と
す
る
の
に
、
ど
う
し
て
「
商
」
字
を
用
い
る
だ
ろ
う
か
。

「
參
商
」
と
い
う
表
現
は
漢
の
時
の
文
學
作
品
に
始
ま
り
、
仲
が
惡
い
こ
と

を
表
わ
す
。
許
愼
が
こ
の
よ
う
な
言
い
方
を
用
い
る
は
ず
が
な
い
。



『
說
文
解
字
』
解
釋
に
お
け
る
段
玉
裁
の
複
擧
字
說
と
錢
大
昕
の
連
讀
說

一
五
五

　
段
氏
は
こ
こ
で
は
實
名
は
擧
げ
て
い
な
い
が
、「
或
云
」
以
下
は
朱
氏
、
孫
氏
、

錢
氏
な
ど
の
こ
と
を
指
し
、
彼
ら
に
對
す
る
反
論
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

段
氏
は
「
許
愼
の
記
憶
の
誤
り
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
一
條

限
り
の
も
の
で
、『
說
文
』
全
體
に
對
し
て
否
定
的
な
評
價
を
下
す
つ
も
り
は
毛

頭
無
い
。

　
參
は
オ
リ
オ
ン
座
の
三
連
星
で
あ
り
、
一
方
、
商
す
な
わ
ち
大
辰
、
大
火
は
さ

そ
り
座
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
夜
空
に
同
時
に
現
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
故
に
、
兩

立
し
な
い
こ
と
の
比
喩
に
も
使
わ
れ
る
。
こ
の
兩
者
を
竝
べ
て
、「
と
も
に
星
の

意
味
で
あ
る
」
と
は
言
わ
な
い
で
あ
ろ
う
と
言
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
段
氏
は

說
解
そ
の
も
の
を
改
め
て
は
い
な
い
が
、「
商
」
字
を
「
晉
」
字
に
す
る
べ
き
だ

と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　『
左
傳
』
昭
公
元
年
條
に
以
下
の
よ
う
な
說
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
帝
嚳
の

息
子
で
あ
る
閼
伯
と
實
沈
は
兄
弟
仲
が
惡
か
っ
た
。
そ
の
た
め
堯
は
閼
伯
を
商
丘

に
移
し
、
辰
星
を
祀
ら
せ
た
。
そ
こ
で
商
人
は
、
辰
を
自
分
た
ち
の
星
と
し
た
。

一
方
、
堯
は
や
は
り
實
沈
を
大
夏
杜
預
㊟
「
今
晉
陽
縣
」。
に
移
し
、
參
星
を
祀
ら
せ
た
。

そ
こ
で
唐
人
は
、
參
を
自
分
た
ち
の
星
と
し
た
。
そ
の
後
成
王
が
唐
を
滅
ぼ
し
て
、

そ
の
地
に
晉
の
始
祖
で
あ
る
叔
虞
を
封
じ
た
の
で
、
參
は
晉
の
星
と
な
っ
た（

（2
（

。
段

氏
は
許
愼
が
『
說
文
』
を
著
わ
す
際
に
、「
晉
」
と
「
商
」
を
取
り
違
え
た
と
考

え
た
。

　
こ
の
點
に
關
し
て
は
、
錢
大
昕
に
は
段
氏
の
批
判
を
踏
ま
え
て
書
い
た
と
思
わ

れ
る
一
文
が
あ
る
。
や
は
り
『
潛
硏
堂
文
集（

（2
（

』
に
、

　
問
‥《
春
秋
傳
》，
實
沈
主
參
，
參
爲
晉
星
；
閼
伯
主
辰
，
辰
爲
商
星
。
於

天
文
參
在
西
方
，
商
在
東
方
，
故
楊
子
雲
云
「
吾
不
睹
參
辰
之
相
比
」
也
。

《
說
文
》
訓
參
爲
商
星
，
何
昧
於
天
象
乃
爾
？

　
曰
‥
讀
古
人
書
，
先
須
尋
其
義
例
，
乃
能
辨
其
句
讀
，
非
可
妄
議
。
如
此

文
本
云
「
參
商
，
星
也
」，「
參
」、「
商
」
二
字
連
文
，
以
證
「
參
」
之
从
晶
，

本
爲
星
名
，
非
以
商
訓
參
。

　
問
　『
春
秋
傳
』
に
實
沈
が
參
を
司
り
、
參
が
晉
の
星
と
な
り
、
閼
伯
が

辰
を
司
り
、
辰
が
商
の
星
と
な
っ
た
。
天
文
に
お
い
て
、
參
は
西
方
に
あ
り
、

商
（
す
な
わ
ち
辰
）
は
東
方
に
あ
る
。
だ
か
ら
楊
雄
が
「
私
は
參
と
辰
が
竝

ぶ
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
言
っ
た
の
だ
。『
說
文
』
で
參
が
商
の
星

（
す
な
わ
ち
辰
）
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
な
ん
と
天
文
を
理
解
し
て
い

な
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
答
　
古
人
の
書
物
を
讀
む
に
は
、
ま
ず
そ
の
書
物
の
義
例
を
理
解
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
文
を
ど
こ
で
區
切
れ
ば
よ
い
の
か
が
分
か
る

の
で
あ
っ
て
、
む
や
み
に
議
論
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
箇
所
の
よ
う
に
、

も
と
も
と
「
參
商
，
星
也
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、「
參
」、「
商
」
二
字
を

繫
げ
て
讀
む
べ
き
で
、「
參
」
字
が
晶
を
構
成
要
素
と
し
て
い
て
、
本
義
が

星
の
名
前
で
あ
る
こ
と
を
說
明
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
參
」
字
の
意
味

が
商
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　
錢
氏
は
『
左
傳
』
の
記
事
も
、「
參
」
と
「
商
」
と
が
段
氏
の
所
謂
「
聯
綴
不

倫
」
で
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
連
讀
說
を
墨
守
す
る
。

　
兩
者
の
說
の
先
後
關
係
は
つ
ま
び
ら
か
に
し
が
た
い
。『
潛
硏
堂
文
集
』
は
嘉

慶
一
一
年
（
一
八
〇
六
）
段
玉
裁
序
、
卽
ち
錢
氏
の
沒
後
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。

『
說
文
解
字
㊟
』
は
嘉
慶
一
三
年
（
一
八
〇
八
）
王
念
孫
序
が
付
さ
れ
て
い
る
。
兩

者
の
前
後
關
係
は
明
確
に
で
き
な
い
が
、
前
提
と
し
て
い
る
事
柄
が
同
じ
で
あ
っ

て
も
、
結
論
が
異
な
る
こ
と
は
見
て
取
れ
る
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

一
五
六

（
二
）「
詁
」
字
條

　「
詁
」
字
條
（
三
上
十
三
裏
）
を
次
に
見
て
み
よ
う
。

　
說
解
‥
詁
　
訓
故
言
也
。

　
段
㊟
‥
故
言
者
，
舊
言
也
，
十
口
所
識
前
言
也
。
訓
者
，
說
敎
也
。
訓
故

言
者
，
說
釋
故
言
，
以
敎
人
，
是
之
謂
詁
。

　
段
㊟
　「
故
言
」
と
い
う
の
は
、
古
く
か
ら
の
言
葉
で
、
誰
も
が
知
っ
て

い
る
昔
な
が
ら
の
言
葉
で
あ
る
。「
訓
」
と
は
敎
え
諭
す
こ
と
で
あ
る
。「
訓

故
言
」
と
は
、
古
く
か
ら
の
言
葉
を
解
說
し
て
、
人
に
敎
え
る
こ
と
で
、
こ

れ
を
「
詁
」
と
言
う
の
だ
。

　
說
解
‥《
詩
》
曰
「
詁
訓
」。

　
段
㊟
‥
此
四
字
當
爲
「《
詩
》
曰
『
吿
之
詁
言
』」
六
字
，
無
疑
。
毛
傳
曰

『
詁
言
，
古
之
善
言
也
』，
以
『
古
』
釋
『
詁
』，
正
同
許
以
『
故
』
釋
『
詁
』。

陸
氏
所
見
《
說
文
》
未
誤
也
。
自
㊒
淺
人
見
《
詩
》
無
「
吿
之
詁
言
」，
因

改
爲
「《
詩
》
曰
『
詁
訓
』」，
不
成
語
耳
。

　
段
㊟
　
こ
の
四
字
を
「『
詩
』
曰
『
吿
之
詁
言
』」
の
六
字
に
改
め
る
べ
き

な
の
は
、
疑
い
な
い
。
毛
傳
は
『
詁
言
と
は
古
の
善
言
の
こ
と
で
あ
る
』
と

述
べ
て
い
て
、『
古
』
字
で
『
詁
』
字
を
說
明
し
て
い
る
。
許
愼
が
『
故
』

字
で
『
詁
』
字
を
說
明
し
て
い
る
の
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
陸
德

明
の
見
た
『
說
文
』
は
ま
だ
原
貌
を
存
し
て
い
た
。
淺
は
か
な
人
が
、『
詩
』

に
「
吿
之
詁
言
」
と
い
う
語
が
な
い
の
で
、『
說
文
』
の
こ
の
箇
所
を

「『
詩
』
曰
『
詁
訓
』」
と
改
め
て
し
ま
っ
て
以
來
、
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　
こ
こ
で
は
、
錢
氏
と
段
氏
と
で
「《
詩
》
曰
『
詁
訓
』」
と
い
う
一
句
に
對
す
る

態
度
が
違
う
。
錢
氏
は
「『
說
文
』
連
上
篆
字
爲
句
」
條
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

こ
の
引
用
を
信
じ
て
、『
毛
詩
』
本
文
に
「
詁
訓
」
と
い
う
語
が
存
在
し
た
と
認

定
し
て
、
故
に
親
字
の
小
篆
と
說
解
を
繫
げ
て
「
詁
訓
，
故
言
也
」
と
讀
む
の
だ

が
、
段
氏
に
し
て
み
れ
ば
、「《
詩
》
曰
『
詁
訓
』」
と
い
う
引
用
が
閒
違
っ
て
い

て
、
そ
も
そ
も
「
詁
訓
」
な
る
語
は
『
詩
』
に
は
な
く
、「
詁
訓
，
故
言
也
」
と

い
う
錢
氏
の
理
解
も
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
引
用
は
「
吿
之
詁
言
」
に
訂
正
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
な
お
、
こ
の
一
句
は
、『
詩
・
大
雅
・
抑
』
の
「
吿
之

話
言
」
を
『
毛
詩
♫
義
』
の
「《
說
文
》
作
『
詁
』，
云
‥『
詁
，
故
言
也（

（3
（

。』」
に

よ
っ
て
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
毛
傳
の
引
用
文
も
段
氏
は
同
樣
に
改
め
て
い
る
。

「
淺
は
か
な
人
が
、『
詩
』
に
『
吿
之
詁
言
』
と
い
う
語
が
な
い
」
と
思
っ
た
と
い

う
の
は
、
そ
の
人
が
見
た
『
詩
』
の
文
が
、
今
本
と
同
じ
「
吿
之
話
言
」
に
改
め

ら
れ
て
い
た
の
で
、『
說
文
』
が
引
用
し
て
い
る
「
吿
之
詁
言
」
と
い
う
語
を
探

し
當
て
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
段
氏
は
複
擧
字
を
補
う
わ
け
で
は
な
い
が
、「
詁
の
字
義
は
古
く
か

ら
の
言
葉
で
敎
え
諭
す
こ
と
で
あ
る
」
と
釋
し
、
錢
氏
の
連
讀
說
を
否
定
す
る
。

段
氏
の
經
書
の
本
文
ま
で
卷
き
込
ん
だ
理
解
が
錢
氏
の
理
解
よ
り
も
說
得
力
を
發

揮
し
て
い
る
。

（
三
）「
離
」
字
條
と
「
涷
」
字
條

　
上
記
で
は
段
玉
裁
の
說
に
說
得
力
が
あ
る
例
を
見
た
が
、
次
は
段
氏
の
說
に
主

觀
的
要
素
が
强
く
見
ら
れ
る
例
を
「
離
」
字
條
（
四
上
二
七
表
）
と
「
涷涷
」
字
條

（
十
一
上
一
　
二
裏
）
か
ら
見
て
み
よ
う
。

　
說
解
‥
離
　

離
黃
。

　
段
㊟
‥
逗
。
各
本
無
「
離
」，
淺
人
誤
删删
，
如
「
巂巂
周
」
删删
「
巂巂
」
之
比
。



『
說
文
解
字
』
解
釋
に
お
け
る
段
玉
裁
の
複
擧
字
說
と
錢
大
昕
の
連
讀
說

一
五
七

依
《
爾
雅
♫
義
》、《
廣
韻
》
補
。

　
段
㊟
　
こ
こ
で
句
を
切
る
。
各
テ
キ
ス
ト
に
は
、「
離
」
字
が
な
い
。
淺

人
が
誤
っ
て
删删
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。「
巂巂
周
」
の
「
巂巂
」
字
を
删删
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。《
爾
雅
♫
義
》、《
廣
韻
》
に
よ
っ
て
「
離
」

字
を
補
っ
た
。

　
段
氏
は
こ
こ
で
『
經
典
釋
文
・
爾
雅
♫
義
』「
鵹鵹
」
字
條
に
「『
說
文
』
…
…
云

‥
其
色
黎
黑
而
黃
也
，
文（

（3
（

釋
云
‥
離
黃
，
倉
庚
也
，
鳴
則
蠶
生（

（3
（

。」
と
あ
る
の
と
、

『
廣
韻
・
支
韻
』「
離
」
字
條
の
義
㊟
に
、「《
說
文
》
曰
『
離
黃
，
倉
庚（

（3
（

』。」
と
い

う
引
用
が
あ
る
の
と
に
よ
っ
て
、
複
擧
字
と
し
て
「
離
」
字
を
補
っ
て
い
る
。
ま

た
、「
涷涷
」
字
條
で
は
、

　
說
解
‥
涷涷
　

涷涷
水
。

　
段
㊟
‥「
水
」
上
補
「
涷涷
」
字
，
以
下
皆
同
。

　
段
㊟
　「
水
」
字
の
上
に
「
涷涷
」
字
を
補
う
。
以
下
同
じ
。

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
段
氏
は
「
涷涷
」
字
條
に
お
い
て
複
擧
字
說
に
基
づ
き
、

特
に
根
據
を
擧
げ
て
は
い
な
い
が
、「
水
」
字
の
上
に
「
涷涷
」
字
を
補
い
、
ま
た

『
水
部
』
の
字
に
つ
い
て
は
同
樣
の
處
置
を
と
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
錢
氏
は
や
は
り
「
涷涷
」
字
條
な
ど
に
つ
い
て
、

　《
廣
韻
・
東
部
》「
涷涷
」
字
下
引
《
說
文
》「
水
岀岀
發
鳩
山
，
入
於
河
」，

《
魚
部
》「
𣻐𣻐
」
字
下
引
《
說
文
》「
水
岀岀
北
地
直
路
西
，
東
入
洛
」，
是
陸
法

言
諸
人
已
不
審
許
氏
讀
法
矣（

（3
（

。

　『
廣
韻
・
東
韻
』
の
「
涷涷
」
字
條
に
『
說
文
』
を
引
い
て
、「
水
岀岀
發
鳩
山
，

入
於
河
」
と
言
い
、『
魚
韻
』
の
「
𣻐𣻐
」
字
條
に
『
說
文
』
を
引
い
て
「
水

岀岀
北
地
直
路
西
，
東
入
洛
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
陸
法
言
等
も
既
に
許
愼
の

『
說
文
』
の
本
來
の
讀
み
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
。

と
述
べ
て
、『
廣
韻
』
に
お
け
る
『
說
文
』
の
引
用
例
を
擧
げ
て
い
る
が
、
そ
の

中
で
『
廣
韻
・
東
韻
』
の
「
涷涷
」
字
條
の
義
㊟
に
「《
說
文
》
曰
『
水
岀岀
發
鳩
山
，

入
於
河
』。」
と
あ
る
の
が
、
連
讀
說
の
立
場
か
ら
見
て
認
め
ら
れ
な
い
狀
態
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
『
廣
韻
』
の
引
用
は
、

段
氏
の
複
擧
篆
文
說
に
と
っ
て
も
不
利
に
な
る
例
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
段
氏
の

理
解
に
從
え
ば
、『
說
文
』「
涷涷
」
字
條
の
說
解
に
は
も
と
も
と
は
「
涷涷
」
字
が
複

擧
字
と
し
て
存
在
し
た
は
ず
な
の
で
、『
廣
韻
』
の
引
用
に
も
當
然
、「
涷涷
」
字
が

「
水
」
字
の
上
に
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
段
氏
は
一
方
で
は
、「
離
」
字
條
で
『
廣
韻
』
の
『
說
文
』
か
ら
の
引
用
例
を

用
い
て
說
解
を
改
め
て
い
る
が
、
一
方
で
は
、
錢
大
昕
が
言
及
し
て
い
る
よ
う
な
、

自
說
に
符
合
し
な
い
『
廣
韻
』「
涷涷
」
字
條
の
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。

段
氏
の
理
屈
を
押
し
通
す
銳
さ
と
同
時
に
、
そ
の
主
觀
性
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
例
で
あ
る
。

六
　
結
び

　
本
稿
で
は
ま
ず
淸
代
に
お
け
る
『
說
文
』
へ
の
評
價
の
變
遷
を
𥳑𥳑
單
に
述
べ
た
。

汲
古
閣
大
徐
本
出
現
以
前
な
の
で
、
顧
炎
武
の
見
た
『
說
文
』
は
大
徐
本
の
字
の

配
列
を
變
え
た
『
五
♫
韻
譜
』
で
あ
っ
た
が
、
內
容
的
に
は
大
徐
本
と
大
差
な
い
。

顧
炎
武
の
『
說
文
』
へ
の
評
價
は
後
代
ほ
ど
に
は
高
く
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
時

代
を
經
る
と
、『
說
文
』
へ
の
評
價
は
高
ま
り
、
朱
筠
、
孫
星
衍
の
よ
う
に
『
說

文
』
を
刊
刻
す
る
學
者
が
現
わ
れ
、
さ
ら
に
錢
大
昕
、
段
玉
裁
の
よ
う
に
『
說



日
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中
國
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報
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十
六
集

一
五
八

文
』
を
硏
究
す
る
學
者
が
現
わ
れ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、『
說
文
』
の
解
釋
に
不
可
解
な
點
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
解

消
す
る
た
め
に
彌
縫
說
が
唱
え
ら
れ
た
。
朱
筠
、
孫
星
衍
、
錢
大
昕
が
唱
え
た
の

が
、
連
讀
說
で
あ
る
。
錢
氏
の
連
讀
說
は
多
く
の
疑
問
點
を
解
消
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
段
玉
裁
に
よ
り
反
駁
さ
れ
て
い
る
。

　
段
氏
の
複
擧
字
說
は
、『
說
文
』
の
小
篆
は
字
形
を
說
明
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
り
、
說
解
は
字
義
を
說
明
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
彼
が
獨
自
に
打

ち
立
て
た
『
說
文
』
の
義
例
に
立
脚
し
て
い
る
。
連
讀
說
で
『
說
文
』
の
內
容
の

矛
盾
は
解
消
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
段
氏
は
彼
が
複
擧
字
の
削
り
殘
し
た
例
で
あ

る
と
認
め
る
箇
所
や
、
他
書
の
引
用
例
に
依
據
し
て
複
擧
字
說
を
主
張
し
た
。
こ

の
體
系
性
を
持
っ
た
解
釋
を
提
示
し
た
こ
と
は
段
氏
の
强
み
で
は
あ
る
が
、
同
時

に
自
說
に
符
合
し
な
い
例
を
無
視
す
る
主
觀
的
な
側
面
も
㊒
し
て
い
る
。

　
本
論
で
は
、
先
行
硏
究
の
よ
う
に
許
愼
の
原
著
に
お
い
て
複
擧
字
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
や
、
錢
氏
と
段
氏
の
說
の
優
劣
を
論
じ
た
譯
で
は
な
い（

（3
（

。
兩
說
そ
れ
ぞ
れ

の
背
景
に
あ
る
ロ
ジ
ッ
ク
の
闡
明
を
目
指
し
た
。
ま
ず
複
擧
字
說
に
せ
よ
、
連
讀

說
に
せ
よ
、
そ
の
出
現
の
前
提
と
し
て
、『
說
文
』
に
一
定
の
權
威
を
認
め
て
、

そ
の
書
物
の
範
圍
內
に
は
矛
盾
が
存
在
し
な
い
と
見
な
す
と
い
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
解
る
。
も
し
、
權
威
を
認
め
な
け
れ
ば
、
顧
炎
武
の
よ
う
に
閒
違
っ

て
い
る
と
批
判
す
れ
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。
一
旦
權
威
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、

そ
の
書
物
に
は
本
質
的
に
は
閒
違
い
は
無
い
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
矛
盾
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
箇
所
も
、
實
は
閒
違
い
な
の
で
は
な
く
、
よ
り
高
次
の
論
理
に
お

い
て
矛
盾
し
て
い
な
い
と
考
え
る
必
要
が
出
て
く
る
。

　
そ
も
そ
も
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
『
說
文
』、
小
學
に
限
定
さ
れ
な
い
問
題
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
經
學
と
い
う
學
問
自
體
が
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
持
っ
て
い
る
。

經
書
と
い
う
の
は
、
成
立
も
由
來
も
異
な
る
文
章
の
集
成
で
あ
る
。
し
か
し
、
一

旦
經
書
の
範
圍
が
定
ま
り
、
そ
れ
に
權
威
が
付
與
さ
れ
る
と
、
聖
人
の
制
作
に
か

か
る
書
物
の
中
に
矛
盾
が
あ
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
整
合
性
を
持

っ
た
解
釋
を
作
り
出
す
必
要
が
出
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
は
一
見
不
毛
の
よ

う
に
も
思
え
る
が
、
中
國
學
術
史
の
責
務
と
は
、
中
國
人
の
こ
の
よ
う
な
思
考
の

歷
史
を
丹
念
に
辿
っ
て
い
く
こ
と
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
一
部
で
あ
る
も
の
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

㊟（
1
）　
淸
朝
に
お
け
る
『
說
文
』
刊
行
の
歷
史
に
つ
い
て
は
、
倉
石
武
四
郞
「
淸
朝
小
學

史
話
」
が
詳
し
い
。『
倉
石
武
四
郞
著
作
集
』（
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
八
一
年
、
二

九
九
―
三
一
二
頁
）
所
收
。
唐
か
ら
淸
代
ま
で
の
『
說
文
』
テ
キ
ス
ト
の
變
遷
に
つ

い
て
は
、
白
石
將
人
『
說
文
文
本
演
變
考
』（『
中
大
史
學
叢
書
』、
中
華
書
局
、
二

〇
二
一
年
）
を
參
照
。

（
2
）　
こ
れ
ら
は
、「
說
文
展
觀
餘
錄
」（『
東
方
學
報
　
京
都
』
第
十
册
、
東
方
文
化
硏

究
所
、
一
九
三
九
年
、
一
四
五
―
一
五
四
頁
）、
高
久
由
美
「
說
文
解
字
祖
本
へ
の

接
近

（上）
―
小
篆
の
字
形
を
中
心
と
し
て
」（
縣
立
新
潟
女
子
短
期
大
學
硏
究
紀
要
第

36
集
、
一
九
九
九
、
一
二
九
―
一
三
八
頁
）、『
唐
寫
本
說
文
解
字
木
部
箋
異
㊟
評
』

（
莫
友
芝
著
、
梁
光
華
㊟
評
、
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
竝
び
に
『
唐
寫

本
說
文
解
字
輯
存
』（
李
宗
焜
編
著
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
五
年
）
に
書
影
が
揭
載

さ
れ
て
い
る
。

（
3
）　
范
曄
『
後
漢
書
・
儒
林
傳
』
下
、
中
華
書
局
、
二
〇
二
二
年
、
二
五
八
八
頁
。

（
4
）　
賴
惟
勤
監
修
、
說
文
會
編
、
大
修
館
書
店
、
一
九
八
三
年
、
一
五
七
頁
。

（
5
）　
王
笑
「
說
文
解
字
㊟
複
擧
現
象
硏
究
」、『
漢
字
文
化
』
二
〇
一
九
年
第
二
一
期
、

北
京
國
際
漢
字
硏
究
會
、
四
三
―
四
八
頁
。

（
6
）　
逢
甲
大
學
中
國
文
學
所
碩
士
論
文
、
二
〇
〇
五
年
。
臺
北
國
家
圖
書
館
遠
端
碩
士

書
庫
所
藏
。
檢
索
番
號
は820 035M
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。



『
說
文
解
字
』
解
釋
に
お
け
る
段
玉
裁
の
複
擧
字
說
と
錢
大
昕
の
連
讀
說

一
五
九

（
7
）　
郭
在
貽
『
新
編
訓
詁
叢
稿
』、
浙
江
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
四
三
〇
―
四

三
一
頁
。

（
8
）　
中
華
書
局
、
二
〇
一
六
年
。

（
9
）　
中
華
書
局
、
二
〇
二
三
年
。

（
10
）　
欒
保
羣
、
呂
宗
力
校
點
『
日
知
錄
集
釋
　
全
校
本
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇

一
二
年
、
一
二
〇
二
―
一
二
〇
四
頁
。

（
11
）　
顧
炎
武
の
『
說
文
』
評
價
に
關
し
て
は
、
王
俊
義
『
淸
代
學
術
探
硏
錄
』（『
社
科

學
術
文
庫
』、
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
〇
五
頁
）
に
「
顧
炎
武

亦
㊟
重
文
字
的
硏
究
，
他
對
於
漢
代
許
愼
的
《
說
文
解
字
》
給
予
了
極
高
的
評
價

…
…
但
他
也
具
體
擧
出
許
愼
《
說
文
》
中
的
失
誤
與
不
足
…
…
」（
顧
炎
武
は
ま
た

文
字
の
硏
究
に
も
㊟
意
し
て
い
て
、
彼
は
漢
代
の
許
愼
の
『
說
文
解
字
』
を
と
て
も

高
く
評
價
し
て
い
た
…
…
し
か
し
彼
は
具
體
的
に
許
愼
の
『
說
文
』
の
中
の
誤
り
や

不
十
分
な
點
を
指
摘
し
も
し
て
い
る
。）
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

『
日
知
錄
』
の
前
後
を
讀
む
と
、
顧
氏
は
『
說
文
』
に
高
い
評
價
を
與
え
る
こ
と
に

異
を
唱
え
て
お
り
、
段
玉
裁
の
よ
う
に
『
說
文
』
を
利
用
し
て
經
學
體
系
を
再
構
築

し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
學
者
が
い
た
乾
嘉
の
時
代
と
較
べ
れ
ば
、
や
は
り
相
對
的
に

『
說
文
』
評
價
は
な
お
低
か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
12
）　『
四
部
備
用
』
所
收
の
朱
筠
刊
大
徐
本
卷
頭
の
序
文
。
今
、『
四
部
備
用
』
本
を
影

印
し
た
『
說
文
解
字
四
種
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
、
五
―
六
頁
）
に
據
る
。

（
13
）　
呂
友
仁
校
點
『
潛
硏
堂
集
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
、
一
七
九
頁
。

（
14
）　
劉
盼
遂
「
高
郵
王
氏
父
子
年
譜
」（（『
高
郵
王
氏
遺
書
』、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
二

〇
〇
〇
年
）
所
收
に
依
る
。）
の
乾
隆
三
八
年
條
（
四
八
頁
）
に
「
又
代
朱
筠
撰
重

刻
《
說
文
解
字
》
序
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
こ
の
序
文
は
朱
筠
自
身
の
撰
で
は
な

く
、
王
念
孫
の
撰
に
係
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
王
氏
が
錢
說
を
取
り

入
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
劉
盼
遂
は
さ
ら
に
考
證
を
加
え
た
上
で
『
王
石
臞
文
集

補
編
』
に
本
文
を
收
錄
し
て
い
る
。（『
劉
盼
遂
著
述
集
・
段
王
學
五
種
』、
遼
寧
人

民
出
版
社
、
遼
海
出
版
社
、
二
〇
二
二
年
、
一
九
七
―
二
〇
二
頁
）

（
15
）　
今
、『
孫
淵
如
先
生
全
集·

問
字
堂
集
』（『
續
修
四
庫
全
書
』
第
一
四
七
七
册
、

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
四
二
三
―
四
二
五
頁
）
に
據
る
。

（
16
）　
㊟
（
15
）
に
同
じ
く
「
與
段
大
令
若
膺
。
書
」。

（
17
）　
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
當
時
の
學
問
の
最
先
端
に
い
る
人
々
に
つ
い
て
は

じ
め
て
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
額
勒
布
は
一
八
〇
七
（
嘉
慶
一
二
）
年
に
大

徐
本
（
い
わ
ゆ
る
藤
花
榭
本
）
を
刊
行
し
た
が
、
そ
の
序
文
に
「
惟
其
文
原
本
次
第

不
可
見
，
宋
雍
熙
三
年
命
散
騎
常
侍
開
國
子
徐
鉉
等
，
新
爲
校
定
，
列
以
四
聲
，
加

以
反
切
，
旁
引
李
陽
冰
諸
儒
箋
釋
，
而
其
書
始
成
」（
思
う
に
、
文
字
の
も
と
も
と

の
順
序
は
も
は
や
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
北
宋
の
雍
熙
三
年
に
散
騎
常
侍
開
國
子

の
徐
鉉
達
に
命
じ
て
、
新
た
に
校
訂
さ
せ
た
。
四
聲
の
順
序
で
な
ら
べ
、
反
切
を
加

え
、
李
陽
冰
等
の
學
者
の
㊟
釋
も
引
用
し
て
、
始
め
て
現
在
の
『
說
文
』
の
形
態
が

で
き
あ
が
っ
た
。（
中
華
書
局
線
裝
影
印
本
、
二
〇
一
二
年
、『
序
』
一
葉
裏
））
な

ど
と
述
べ
て
、
さ
ら
に
「
矧
叔
重
去
古
既
遠
，
生
於
東
京
之
中
世
，
所
本
者
不
過
劉

歆
、
杜
林
、
徐
巡
等
十
餘
人
之
說
…
…
」（
ま
し
て
、
許
愼
は
い
に
し
え
か
ら
遠
く

隔
た
っ
て
い
て
、
後
漢
の
中
頃
に
生
ま
れ
、
彼
が
基
づ
い
た
の
は
、
劉
歆
、
杜
林
、

徐
巡
等
十
數
人
の
說
で
し
か
な
い
…
…
）
と
言
っ
て
お
り
、
當
時
で
も
い
ま
だ
顧
炎

武
の
認
識
を
脫
し
て
い
な
か
っ
た
人
も
い
た
。

（
18
）　
淸
朝
の
學
派
に
つ
い
て
は
、
吉
川
幸
次
郞
「
淸
代
三
省
の
學
術
」（『
吉
川
幸
次
郞

全
集
』
第
十
六
卷
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
年
、
三
―
一
〇
頁
）
の
區
分
け
に
從
っ

た
。

（
19
）　
㊟
（
13
）
前
揭
書
一
六
四
頁
。

（
20
）　
楊
勈
軍
整
理
『
十
駕
齋
養
新
錄
』、
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
、
五
七
―

五
八
頁
。

（
21
）　
張
楊
、
馮
達
「
論
錢
大
昕
的
說
文
連
篆
讀
硏
究
」（『
佳
木
斯
大
學
社
會
科
學
學

報
』
第
三
五
卷
第
三
期
、
二
〇
一
七
年
、
一
一
七
―
一
一
八
頁
）
で
は
、
錢
大
昕
は



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

一
六
〇

『
十
駕
齋
養
新
錄
』
と
『
潛
硏
堂
文
集
』
で
あ
わ
せ
て
一
三
六
箇
所
に
つ
い
て
連
讀

說
を
主
張
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

（
22
）　
高
橋
由
利
子
「『
說
文
解
字
』
毛
氏
汲
古
閣
本
に
つ
い
て
」、『
說
文
解
字
の
基
礎

的
硏
究
―
段
玉
裁
の
說
文
學
―
』、
六
甲
出
版
、
一
九
九
六
年
、
六
七
―
七
八
頁
。

（
23
）　
董
婧
宸
「
毛
氏
汲
古
閣
本
《
說
文
解
字
》
版
本
源
流
考
」、『
文
史
』
二
〇
二
〇
年

第
三
期
、
中
華
書
局
、
二
〇
二
〇
年
、
一
八
七
―
二
一
六
頁
。

（
24
）　
任
學
良
『
說
文
解
字
引
論
』、
福
建
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
、
七
六
ー
七
八

頁
。

（
25
）　
姚
孝
遂
『
精
校
本
　
許
愼
與
說
文
解
字
』、
作
家
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
二
二

頁
。

（
26
）　
た
だ
、
劉
曉
南
「
說
文
連
篆
讀
獻
疑
」（『
古
漢
語
硏
究
』
一
九
八
九
年
第
一
期
、

湖
南
師
範
大
學
、
一
二
―
一
八
頁
）
の
よ
う
に
妥
當
性
を
疑
問
視
す
る
說
も
あ
る
。

（
27
）　『
文
選
（
全
三
册
）』、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
、
四
二
二
頁
。

（
28
）　
こ
の
說
話
に
つ
い
て
は
、
小
島
祐
馬
「
分
野
說
と
古
代
中
國
人
の
信
仰
」（『
古
代

中
國
硏
究
』、
平
凡
社
『
東
洋
文
庫
』、
一
九
八
八
年
、
四
七
―
七
四
頁
）
が
詳
し
い
。

（
29
）　
㊟
（
13
）
前
揭
書
一
七
八
―
一
七
九
頁
。

（
30
）　
張
一
弓
點
校
『
經
典
釋
文
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
一
五
二
頁
。

（
31
）　「
文
」
字
は
「
又
」
字
の
誤
り
か
も
し
れ
ぬ
。

（
32
）　
㊟
（
30
）
前
揭
書
、
六
六
一
頁
。

（
33
）　
周
祖
謨
校
『
廣
韻
校
本
』、
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
、
四
七
頁
。

（
34
）　
㊟
（
20
）
前
揭
書
五
八
頁
。

（
35
）　
近
年
、
張
涌
泉
は
「《
說
文
》
連
篆
讀
發
覆
」（『
文
史
』
二
〇
〇
二
年
第
三
輯
、

中
華
書
局
、
二
四
八
―
二
五
三
頁
）
に
お
い
て
、
複
擧
字
說
と
連
讀
說
と
は
別
に
、

元
々
は
小
篆
の
下
に
「
二
」
の
よ
う
な
文
字
の
繰
り
﨤
し
記
號
が
付
い
て
い
た
は
ず

で
あ
り
、
そ
れ
が
後
に
脫
落
し
た
と
い
う
說
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
莫
友
芝
の
說

を
受
け
繼
い
だ
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
莫
友
芝
は
前
揭
の
『
唐
寫
本
說
文
解
字
木
部

箋
異
評
㊟
』
に
よ
る
と
『
木
部
』「
楲
　

二
窬
，
褻
器
也
」
條
に
「『
二
』
疊
篆
『
楲
』

字
。
按
‥
此
知
傳
本
解
說
首
字
同
篆
者
，
率
以
『
二
』
書
之
」（『
二
』
は
篆
字
の

『
楲
』
字
を
繰
り
﨤
す
と
い
う
意
味
の
符
號
で
あ
る
。
按
ず
る
に
、
こ
こ
か
ら
、
こ

の
寫
本
の
說
解
の
第
一
字
目
が
篆
字
と
同
じ
場
合
は
、
そ
の
字
を
み
な
『
二
』
と
い

う
記
號
で
表
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
）
と
按
語
を
附
し
て
い
る
。


